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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月5日(2013.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　材料の製造方法であって、
ポリトリアリールアミンと化合物との混合物溶液であって、前記化合物がアリールアミン
及びアリールホスフィンから選択される１以上の官能基とビニル、アリル、ビニルエーテ
ル、エポキシ及びアクリレートから選択される２以上の官能基とを含んでいる混合物溶液
からフィルムを形成する段階と、
熱及び／又は光放射の下でフィルムを処理する段階と
を含んでおり、前記ポリトリアリールアミンが次の式Ｉの構成単位を含むものである、方
法。
【化１】

（式中、Ｒ1は各々独立にＣ1～Ｃ20脂肪族基、Ｃ3～Ｃ20芳香族基又はＣ3～Ｃ20脂環式基
であり、ａは各々独立に０～４の範囲内の整数である。）
【請求項２】
　さらに処理されたフィルムを洗浄する段階を含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ポリトリアリールアミンが次の式ＩＩの構造単位を含む、請求項１又は請求項２記
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載の方法。
【化２】

【請求項４】
　前記化合物が次式のものである、請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載の方法。
【化３】

（式中、
Ａｒ1は直接結合、アリール又はヘテロアリールであり、
Ａｒ2及びＡｒ3は各々独立にアリール又はヘテロアリールであり、
Ａは各々独立にＯ又は直接結合であり、
Ｒ2はＣ1～Ｃ20脂肪族基、Ｃ3～Ｃ20芳香族基又はＣ3～Ｃ20脂環式基であり、
ｂは０～４の範囲内の整数である。）
【請求項５】
　前記化合物が下記のものから選択される、請求項１乃至請求項４のいずれか１項記載の
方法。
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【化４】
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【化５】

【請求項６】
　前記ポリトリアリールアミンと前記化合物とが混合物溶液中で１：１の重量比を有する
、請求項１乃至請求項５のいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか１項記載の方法によって製造される材料。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項６のいずれか１項記載の方法によって製造される材料を含んでなる
光電子デバイス。
【請求項９】
　光電子デバイスの製造方法であって、
電極を設ける段階、
発光層を設ける段階、及び
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電極と発光層との間に、請求項１乃至請求項６のいずれか１項記載の方法によって製造さ
れる材料を含む正孔輸送層を設ける段階
を含んでなる方法。
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